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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】令和1年5月30日(2019.5.30)

【公表番号】特表2018-519436(P2018-519436A)
【公表日】平成30年7月19日(2018.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-027
【出願番号】特願2017-554382(P2017-554382)
【国際特許分類】
   Ｅ０４Ｆ  15/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｅ０４Ｆ   15/12     　　　Ａ
   Ｅ０４Ｆ   15/12     　　　Ｃ
   Ｅ０４Ｆ   15/12     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月22日(2019.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロアコーティングを調製するための真のマイケル付加（ＲＭＡ）架橋性組成物の使用
であり、前記ＲＭＡ架橋性組成物が、少なくとも１つの架橋性成分を含み、前記少なくと
も１つの架橋性成分は、それぞれ少なくとも２つの反応性基を含む反応成分Ａ及びＢを含
み、成分Ａの前記少なくとも２つの反応性基が活性メチレン基又は活性メチン基内の酸性
プロトン（Ｃ－Ｈ）であり、かつ成分Ｂの前記少なくとも２つの反応性基が活性不飽和基
（Ｃ＝Ｃ）であり、塩基性触媒（Ｃ）の存在下で反応性基が反応し前記少なくとも１つの
架橋性成分間のＲＭＡ反応によって架橋を達成し、さらに任意に、前記触媒Ｃの作用下で
成分Ｂと反応し得るマイケル付加供与体でもあるＸ－Ｈ基を含む反応性抑制体Ｄを含み、
式中Ｘは、Ｃ、Ｎ、Ｐ、Ｏ又はＳであり、さらに任意に、２個から１２個の炭素原子を有
するアルコールである、真のマイケル付加（ＲＭＡ）架橋性組成物の使用。
【請求項２】
　シール層なしにコンクリートフロア上に直接コーティングするため、エポキシ、フェノ
ール、シラン、アクリル、ポリウレタン、ポリ尿素、ポリアスパラギン酸樹脂及びそれら
の混成を含む１つ以上の樹脂に基づいた従来のシーラー層上にトップコーティングを塗布
するため、又は木のフロア、ビニルフロア、テラゾーフロア、コルクフロア、フェノール
フロア又はメタルフロアにコーティングするための請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　特に、温度が１５℃より低く若しくは相対湿度が８５％ＲＶより高く又は前記コーティ
ング基材表面が湿っているときの屋外の塗布において表面にコーティングするための請求
項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　フロアコーティング組成物を調製するためのＲＭＡ架橋性組成物であり、前記ＲＭＡ架
橋性組成物が、少なくとも１つの架橋性成分を含み、前記少なくとも１つの架橋性成分は
、それぞれ少なくとも２つの反応性基を含む反応成分Ａ及びＢを含み、成分Ａの前記少な
くとも２つの反応性基が活性メチレン基又は活性メチン基内の酸性プロトン（Ｃ－Ｈ）で
あり、かつ成分Ｂの前記少なくとも２つの反応性基が活性不飽和基（Ｃ＝Ｃ）であり、塩
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基性触媒（Ｃ）の存在下で反応性基が反応し前記少なくとも１つの架橋性成分間の真のマ
イケル付加（ＲＭＡ）反応によって架橋を達成し、前記全架橋性成分Ａ及びＢに対して、
揮発性溶媒の量が０から２０、１５、１０、５、又は更に１重量％の間であり、任意に、
前記触媒Ｃの作用下で成分Ｂと反応し得るマイケル付加供与体でもあるＸ－Ｈ基を含む反
応性抑制体Ｄを更に含み、式中Ｘは、Ｃ、Ｎ、Ｐ、Ｏ又はＳであり、任意に、２個から１
２個の炭素原子を有するアルコールである、ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項５】
　架橋性成分Ａ又はＢと反応する１つ以上の反応性溶媒を含む、請求項４に記載の前記Ｒ
ＭＡ架橋性組成物。
【請求項６】
　架橋性成分Ａ又はＢと反応する１つ以上の反応性溶媒を含み、単量体又は二量体成分Ａ
、単量体又は二量体成分Ｂ、活性メチレン基又は活性メチン基内に１つだけの反応性酸性
プロトン（Ｃ－Ｈ）を有する化合物Ａ’、１つだけの反応性不飽和基（Ｃ＝Ｃ）を有する
化合物Ｂ’の群から選択される、請求項４又は５に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項７】
　揮発性有機溶媒と反応性溶媒の全量は、前記ＲＭＡ組成物の全重量に対して、０から３
０重量％の間であり、前記揮発性有機溶媒は５重量％未満である、請求項４から６のいず
れか１項に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項８】
　１つ以上の前記架橋性成分が、主鎖、側枝、末端又はこれらの組み合わせ内に成分Ａ又
はＢを含有するポリエステル、アルキド、ポリウレタン、ポリアクリレート、エポキシ樹
脂、ポリアミド及びポリビ二ル樹脂の群から選択される１つ以上の高分子である、請求項
４から７のいずれか１項に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項９】
　１つ以上の前記架橋性成分が、２５０又は３００から１５０００ｇ／モルの間の重量平
均分子量Ｍｗを有する高分子成分である、請求項４から８のいずれか１項に記載の前記Ｒ
ＭＡ架橋性組成物。
【請求項１０】
　反応成分Ａがマロネート又はアセトアセテートであり、反応成分Ｂがアクリロイルであ
る、請求項４から９のいずれか１項に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項１１】
　前記架橋性成分内の反応成分Ａは、１種類の反応成分を主に含み、主にとは架橋性成分
Ａ内のＣ－Ｈ反応性基の５０、７５、９０超又は１００％が１種類の反応成分由来である
ことを意味する、請求項４から１０のいずれか１項に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項１２】
　成分Ｄを含み、成分Ｄ中の前記Ｘ－Ｈ基は、主要成分Ａ中の前記Ｃ－Ｈ基のｐＫａより
少なくとも１単位低いｐＫａ（水性の環境で定義される）を有する、請求項４から１１の
いずれか１項に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項１３】
　成分Ｄを含み、成分Ｄ中の前記Ｘ－Ｈ基は、主要成分Ａ中の前記Ｃ－Ｈ基のｐＫａより
少なくとも１単位又は２単位低いｐＫａ（水性の環境で定義される）を有し、成分Ｄ中の
前記Ｘ－Ｈ基のｐＫａは１３未満で、７より高い、請求項１２に記載の前記ＲＭＡ架橋性
組成物。
【請求項１４】
　触媒Ｃと組み合わせて用いるための前記触媒Ｃ及び更なるフロアコーティング添加剤を
含まず、顔料又は充填材を含まず透明なフロアコーティング組成物、着色されたフロアコ
ーティング組成物又は（顔料以外の粗い粒子を有する）粒子状充填材を含むハイビルドフ
ロアコーティング組成物であり得る、請求項４から１３のいずれか１項に記載の前記ＲＭ
Ａ架橋性組成物を含むフロアコーティング組成物。
【請求項１５】
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　ハイビルドフロアコーティングのためのフロアコーティング組成物であり、
ａ　５０、５５、６０、６５又は７０重量％から最大で９５、９０、８５又は８０重量％
の固体粒子状充填材、
ｂ　請求項４から１３のいずれか１項に記載の５、１０、１５又は２０重量％から最大で
５０重量％のＲＭＡ架橋性組成物からの樹脂、
ｃ　１００、７５、５０又は２５ｇ／Ｌ未満の揮発性有機溶媒、
ｄ　０から２０重量％の反応性溶媒を含み、
重量％は、成分ａからｄの全重量との対比であり、
ｂ）の重量％は、成分ａ）、ｃ）又はｄ）を含まない成分Ａ及びＢを形成する樹脂の合計
である、
フロアコーティング組成物。
【請求項１６】
　少なくとも５０重量％の前記固体粒子状充填材が、０．５から２０ｍｍの間の直径を有
し、前記固体充填材が、無機物、木材、金属又はポリマー粒子、例えば、砂、おがくず、
砂利、小石、ＰＶＣチップ、プラスチックごみのリサイクル、貝殻、ガラス、石膏の群か
ら選択される１つ以上の固体充填材である、請求項１５に記載の前記フロアコーティング
組成物。
【請求項１７】
　触媒Ｃが、厚みが最大で５００、４００、３００、２００又は１５０マイクロメートル
のコーティング層内で用いるための二酸化炭素でブロックされた強塩基触媒、好ましくは
、第４級アルキルアンモニウムビ－又はアルキルカーボネートであるか、又は触媒Ｃが、
厚みが１５０、２００又は３００から、最大で２０００、１５００、１０００、又は１０
，０００マイクロメートルのコーティング層内で用いるための均一で活性な強塩基触媒で
ある、請求項１４から１６のいずれか１項に記載の前記フロアコーティング組成物。
【請求項１８】
　フロアコーティング組成物の調製部分のキットであり、
ａ　前記固体充填材粒子を含む１つ以上の充填材の部分、
ｂ　触媒Ｃを含有しない請求項４から１０に記載の前記ＲＭＡコーティング組成物の成分
を含む１つ以上の部分、
ｃ　触媒Ｃを含有する１つ以上の部分を含む、
フロアコーティング組成物の調製部分のキット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　１００グラムの配合Ｈを５．５グラムの触媒１と混合し、次に、ローラーでコンクリー
ト表面上に塗り、相対湿度が９０％の環境のチャンバー内に置いた。この配合は４時間後
に完全に乾燥した。乾燥フィルムの厚みは５０ミクロンだった。この混合した配合の可使
時間は１時間超だった。
　以下において、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
［１］　フロアコーティングを調製するための真のマイケル付加（ＲＭＡ）架橋性組成物
の使用であり、前記ＲＭＡ架橋性組成物が、それぞれ少なくとも２つの反応性基を含む反
応成分Ａ及びＢを含む少なくとも１つの架橋性成分を含み、成分Ａの前記少なくとも２つ
の反応性基が活性メチレン基又は活性メチン基内の酸性プロトン（Ｃ－Ｈ）であり、かつ
成分Ｂの前記少なくとも２つの反応性基が活性不飽和基（Ｃ＝Ｃ）であり、塩基性触媒（
Ｃ）の存在下で反応性基が反応し前記少なくとも１つの架橋性成分間のＲＭＡ反応によっ
て架橋を達成し、好ましくは、前記触媒Ｃの作用下で成分Ｂと反応し得るマイケル付加供
与体でもあるＸ－Ｈ基を含む反応性抑制体Ｄを含み、式中Ｘは、オープンタイムを改善す
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るＣ、Ｎ、Ｐ、Ｏ又はＳであり、好ましくは可使時間を改善する２個から１２個の炭素原
子を有するアルコールである、真のマイケル付加（ＲＭＡ）架橋性組成物の使用。
［２］　シール層なしにコンクリートフロア上に直接コーティングするため、エポキシ、
フェノール、シラン、アクリル、ポリウレタン、ポリ尿素、ポリアスパラギン酸樹脂及び
それらの混成を含む１つ以上の樹脂に基づいた従来のシーラー層上にトップコーティング
を塗布するため、又は木のフロア、特に体育館のフロア、ビニルフロア、テラゾーフロア
、コルクフロア、フェノールフロア又はメタルフロアにコーティングするための［１］に
記載の使用。
［３］　特に、温度が１５℃より低く若しくは相対湿度が８５％ＲＶより高く又は前記コ
ーティング基材表面が湿っているときの屋外の塗布において表面にコーティングするため
の［１］又は［２］に記載の使用。
［４］　フロアコーティング組成物を調製するためのＲＭＡ架橋性組成物であり、前記Ｒ
ＭＡ架橋性組成物が、それぞれ少なくとも２つの反応性基を含む反応成分Ａ及びＢを含む
少なくとも１つの架橋性成分を含み、成分Ａの前記少なくとも２つの反応性基が活性メチ
レン基又は活性メチン基内の酸性プロトン（Ｃ－Ｈ）であり、かつ成分Ｂの前記少なくと
も２つの反応性基が活性不飽和基（Ｃ＝Ｃ）であり、塩基性触媒（Ｃ）の存在下で反応性
基が反応し前記少なくとも１つの架橋性成分間の真のマイケル付加（ＲＭＡ）反応によっ
て架橋を達成し、前記全架橋性成分Ａ及びＢに対して、揮発性溶媒の量が０から２０、１
５、１０、５の間であり、好ましくは更に１重量％未満であり、好ましくは、前記触媒Ｃ
の作用下で成分Ｂと反応し得るマイケル付加供与体でもあるＸ－Ｈ基を含む反応性抑制体
Ｄを更に含み、式中Ｘは、Ｃ、Ｎ、Ｐ、Ｏ又はＳであり、また好ましくは２個から１２個
の炭素原子を有するアルコールである、ＲＭＡ架橋性組成物。
［５］　架橋性成分Ａ又はＢと反応する１つ以上の反応性溶媒を含み、好ましくは単量体
又は二量体成分Ａ、単量体又は二量体成分Ｂ、活性メチレン基又は活性メチン基内に１つ
だけの反応性酸性プロトン（Ｃ－Ｈ）を有する化合物Ａ’、１つだけの反応性不飽和基（
Ｃ＝Ｃ）を有する化合物Ｂ’、最も好ましくはアセトアセテート、マロネート又はアクリ
ロイルの群から選択される、［４］に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
［６］　揮発性有機溶媒と反応性溶媒の全量は、前記ＲＭＡ組成物の全重量に対して、０
から３０重量％の間であり、前記揮発性有機溶媒は５重量％未満である、［４］又は［５
］に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
［７］　１つ以上の前記架橋性成分が、主鎖、側枝、末端又はこれらの組み合わせ内に成
分Ａ又はＢを含有するポリエステル、アルキド、ポリウレタン、ポリアクリレート、エポ
キシ樹脂、ポリアミド及びポリビ二ル樹脂の群から選択される１つ以上の高分子であり、
好ましくは、重量平均分子量Ｍｗが少なくとも２５０ｇ／モルの高分子成分であり、好ま
しくは２５０、３００から１５０００の間のＭｗ、より好ましくは４００から１００００
又は５００から１００００ｇ／モルの間を有する高分子である、［４］から［６］に記載
の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
［８］　反応成分Ａがマロネート又はアセトアセテートであり、反応成分Ｂがアクリロイ
ルである、［４］から［７］に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
［９］　前記架橋性成分内の反応成分Ａは、好ましくは５０、７５、９０超を主に意味す
る１種類の反応成分を主に含み、最も好ましくは架橋性成分Ａ内のＣ－Ｈ反応性基の１０
０％が１種類の反応成分からであり、好ましくはマロネート又はアセトアセテート、及び
最も好ましくは、主にマロネート、残りの成分としてアセトアセテート又はアセチルアセ
トンからなる、［４］から［８］に記載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
［１０］　成分Ｄ内の前記Ｘ－Ｈ基、好ましくはＮ－Ｈ基含有成分は、主要成分Ａ内の前
記Ｃ－Ｈ基のｐＫａより少なくとも１単位、好ましくは２単位低いｐＫａ（水性の環境で
定義される）を有し、好ましくは、成分Ｄ内の前記Ｘ－Ｈ基のｐＫａは１３未満、好まし
くは１２未満、より好ましくは１１未満、最も好ましくは１０未満であり、；好ましくは
７より高く、より好ましくは８、より好ましくは８．５より高い、［４］から［９］に記
載の前記ＲＭＡ架橋性組成物。
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［１１］　触媒Ｃと組み合わせて用いるための前記触媒Ｃ及び更なるフロアコーティング
添加剤を含まず、顔料又は充填材を含まず透明なフロアコーティング組成物、着色された
フロアコーティング組成物又は（顔料以外の粗い粒子を有する）粒子状充填材を含むハイ
ビルドフロアコーティング組成物であり得る、［４］から［１０］に記載の前記ＲＭＡ架
橋性組成物を含むフロアコーティング組成物。
［１２］　ハイビルドフロアコーティングのためのフロアコーティング組成物であり、
ａ　５０から９５、好ましくは５５、６０、６５又は７０から最大で９５、９０、８５又
は８０重量％の固体粒子状充填材、
ｂ　［４］から［１０］に記載の５から５０、好ましくは１０、１５又は２０から最大で
５０重量％のＲＭＡ架橋性組成物からの樹脂、
ｃ　１００未満、好ましくは７５、５０又は２５ｇ／Ｌ未満の揮発性有機溶媒、
ｄ　０から２０重量％の反応性溶媒を含み、
重量％は、成分ａからｄの全重量との対比であり、
ｂ）の重量％は、成分ａ）、ｃ）又はｄ）を含まない成分Ａ及びＢを形成する樹脂の合計
である、
フロアコーティング組成物。
［１３］　少なくとも５０重量％の前記固体粒子状充填材が、０．５から２０ｍｍの間の
直径を有し、前記固体充填材が好ましくは無機物、木材、金属又はポリマー粒子、例えば
、砂、おがくず、砂利、小石、ＰＶＣチップ、プラスチックごみのリサイクル、貝殻、ガ
ラス、石膏の群から１つ以上選択される、［１２］に記載の前記フロアコーティング組成
物。
［１４］　触媒Ｃが、厚みが最大で５００、４００、３００、２００又は１５０マイクロ
メートルのコーティング層内で用いるための二酸化炭素でブロックされた強塩基触媒、好
ましくは、第４級アルキルアンモニウムビ－又はアルキルカーボネートであり（ＥＰ２５
５６１０８に記載されているように）、又は触媒Ｃが、厚みが１５０、２００又は３００
から、最大で２０００、１５００、１０００、又は１０，０００マイクロメートルのコー
ティング層内で用いるための均一で活性な強塩基触媒（すなわち、［２６］に記載の表面
を脱ブロックしていない種類）である、［１１］から［１３］に記載の前記フロアコーテ
ィング組成物。
［１５］　フロアコーティング組成物の調製部分のキットであり、
ａ　前記固体充填材粒子を含む１つ以上の充填材の部分、
ｂ　触媒Ｃを含有しない［４］から［１０］に記載の前記ＲＭＡコーティング組成物の成
分を含む１つ以上の部分、
ｃ　触媒Ｃを含有する１つ以上の部分を含む、
フロアコーティング組成物の調製部分のキット。
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